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●開場は各日上映時間の30 分前です。
●申し込みは不要ですので、上映当日に会場までお越しください。
●音の聞こえづらい方をサポートする磁気ループシステムを導入しています。Tモードつき補聴器をお持ちでない方には、専用受信機を貸し出します。

  7日（火）19:00～　『バックビート』
18日（土）14:00～　『オーケストラ・リハーサル』
26日（日）14:00～　『気まま時代』
30日（木）19:00～　『ハーダー・ゼイ・カム』

　今月の本の上の映画館は平和について考えさせら
れる映画を上映します。
　『イマジン』はジョン・レノンの生涯を追ったドキュ
メンタリー映画です。イギリスの港町リヴァプールで生
まれ、ビートルズを結成し、そしてニューヨークで凶
弾に倒れたレノン。晩年の彼は妻のオノ・ヨーコと共
に平和活動を起こします。公の場とプライベートでの
両方の様子が見られる貴重な映像です。
　次に『カラビニエ』はジャン＝リュック・ゴダールに
よる一種の風刺映画です。時代背景もなく無国籍な
世界観の中描かれる “ 戦争 ” はとても軽く、とても残
酷です。ドライに描かれるこの映画の中の出来事は完
全にフィクションだと言えるのでしょうか。
　『撤退』はアモス・ギタイ監督による、イスラエル・
パレスチナ問題を扱った作品です。「人々は国境の向
こう側の他者が、自分たちと全く異なった人間だと思
い込んでしまい、憎しみが生まれる。」と監督は言い
ます。お互いがそれぞれ平和を願っているはずなのに
軋轢が生じてしまう、それは深刻な問題です。
　最後に『僕の神様』は天才子役と呼ばれた、ハー
レイ・ジョエル・オスメントの出演作です。かと言って、
子供向けの娯楽作品ではなく、ナチスの迫害を扱った
とてもシリアスな作品です。子どもたちの眼から見た戦
争がある世界は不条理そのものです。
　重たいテーマを扱った作品群ですが、平和につい
て、ふと立ち止まって考えるきっかけになれば、と思
います。今月も本の上の映画館でお楽しみください。
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会場：プレゼンテーションスタジオ　定員：80 名　入場：無料　
主催：川口市立中央図書館　運営：NPO Community Design Council

Give Peace a Chance

8月の上映予定

7月 8日（日）14:00～ （上映時間104分）
『イマジン』
少年時代からビートルズ活動、オノ・ヨーコとの出会いと平和運動との
かかわり、そしてあの悲劇的な死。天才的な音楽の才能を持った人間
の 200 時間にも及ぶ栄光と挫折の記録を、秘蔵フィルムをもとに
追う。父親として家族との日常生活もあった、伝説の人の実像に迫る。
監督：アンドリュー・ソルト／出演：ジョン・レノン、オノ・ヨーコほか／
1988年／アメリカ／VHS／字幕

7月13日（金）19:00～  （上映時間76分）
『カラビニエ』
舞台は第 2 次大戦中のイタリアを思わせる時代不詳の架空の国。荒
地にぽつんと建つ掘立小屋で4人の家族が暮らしている。そこに２人
の憲兵（カラビニエ）が国王の名の下に兄弟を徴兵にやってくる。60
年代初期ゴダールの隠れた傑作。 
監督・脚本：ジャン＝リュック・ゴダール／出演：アルベール・ジュロ
スほか／1963 年／フランス／DVD／字幕

7月 28日（土）14:00～ （上映時間113分）  
『撤退』
父を亡くしたばかりのアナのもとに、父が養子に迎えたイスラエル人
青年ウリが葬儀に参列するためにやってくる。アナとウリは遺産の相続
手続きのために弁護士に会い、そこで20 年前にイスラエルで出産後
すぐに手放した娘が成長してガザ地区で暮している事を知る。
監督：アモス・ギタイ／出演：ジュリエット・ビノシュほか／2007
年／イスラエル＝イタリア＝フランス＝ドイツ／DVD／字幕

7月 31日（火）19:00～ （上映時間101分）  
『僕の神様』
1942 年、ナチスの軍隊がポーランドを侵攻、ユダヤ人の強制連行が
始まっていた。11歳のロメックは、ユダヤ人狩りを逃れるため、１人ポー
ランド東部の小さな村に預けられた。村でもユダヤ人差別や不条理な
処刑が相次ぐなか、子どもたちは美しい自然の中で輝いていた。
監督・脚本：ユレク・ボガエヴィッチ／出演：ハーレイ・ジョエル・
オスメントほか／2000 年／アメリカ／DVD／字幕


	M7-201207-cinema_OMOTE
	M7-201207-cinema_URA

